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【学生向け】体調不良の場合の行動について

状況が変わり陽性

になった場合は、

大学に連絡する

受診を希望する

2023年5月8日以降、のどの痛みや発熱、せき等の症状がある場合の行動については、以下を参考にしてください。

なお、重症化リスクがなく、症状が軽い場合は、自己検査で感染の有無を確認することや、自宅療養が推奨されてい

ます。抗原検査キット（医療用）や解熱剤等の常備薬を準備しておくことが望ましいです。

のどの痛みや発熱、せき等の症状がある

通学を控え、出席をとる授業を欠席する場合は、担当教員にメールで連絡を入れる

基礎疾患がある場合や症状が重いなどそれぞれのケースで医療機関の受診を判断する
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かかりつけ医や
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体調の状態を見ながら、

受診の必要性を感じた場合は、

かかりつけ医等を受診
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【自己検査の場合】

常備薬服用等

により療養

インフルエンザ陽性になった場合も

大学に連絡する

自宅療養中でも体調の状態を

見ながら、

必要を感じた場合は医療機関

を受診する発症した後5日を経過し、かつ、症状が軽

快した後1日を経過した後、事務局窓口で

「欠席届」を記入・提出（公欠）

症状が軽快した後、事務局窓口で

「欠席届」を記入・提出（欠席）

「欠席届」を記入する際には、医療機関にかかった場合は、医療機関が発行する書類で病名が確認できるものの写し（領収書や薬の説

明等でも可）を添付する。新型コロナウイルス感染症で自己検査の場合は、検査キットの判定結果と使用した検査キット（医療用）の画

像等を事務局までメール添付で事前に送ること。

連絡先：教務・学生チーム（017-764-1555)


